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ある｡米国で広 く行われている中性亜硫酸法については多くの研究がある｡ 緩衝剤 として加える
NaHC03の量は--ドボードの場合, NaeS03に対して NaBC03として1･7位で十分4' である




向がある｡ 4-7'NaOH,又は Na2Sを用いた場合,パルプ強度の中,引裂度は幾分高 くなるがその
他の強度性質は稽低くなるo 4'Na之S03のみで蒸解を行 うと炭水化物の分鰍 こよって蒸解中に C02
の圧力が次第に高まり,且有機酸の生成は釜の腐蝕の原因となる外セルロ-ズの損失も大きい 4,こ
とは予想される｡他方クラフトセミケミカル法では通常のクラフト法の薬液の半量を用い他の条件
は同一として行 う場合が多いo B'10' ァルカ1)量が少いからパルプの着色が強く特に pH9.5以 下
迄蒸解を行 うとこの傾向が著しく5'従って漂白は極めて困難である0` 11' 中性亜硫酸法 と比較する
と同一収率で 1)ダニン含量高く- ミセルローズ並に抽出物は少いS'けれども現存設備をそのまま使
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これ以上の蒸解時間 を用いても蒸解の進行は極めて緩慢であると考えられる｡ 蒸解終了時の pH
は蒸解慶には大きい影響を与えないがパルプの着色度を鋭敏に変化せしめる｡即ち(1),(2)が示す様
に,Na2SO3･:NaHC03が4:1で廃液の pHが7.8となって既に着色度の強いパルプを与え更に亦
オー,トクレ-ブの圧力を著しく高める｡ 一方(4)の如 く, Na2S03のみで蒸解を行った ときパルプ





ではなくて抽出物の Na2SO占消費によって残存量が過少となった為に脱 リグニンが 停止した と解
釈される｡一熱水抽出物による NaBS03の消費量は約 4g/Lであるから約20%の Na2S03を使用し
た(1)i(6)の場合ではその影響が顕はれない と考えられる｡






















は硫化度23.5%,有効アルカ リを20%に増して最高温度を 125oCに下げたものである｡ A条件Tヽ
では前処理を行わずに均一な蒸解を行 う事は困難で特に収量7ひ%近くに蒸解したものは殆んピラン
ペンミルで完全な解織は出来なかった｡収量65%前後に至って始めて正常のパルプを得られたが液
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第 3表に見られる様に蒸解は極めて急速に進んで収量の低下が著しいのに反しリグニン量の高い
点が注目される｡侍ランペンミルで解繊中Lrpj,立ちが著しく廃液及び洗液は特にこの傾向が強かった｡
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ベて約2%リグニン量多く.酸性亜硫酸
法 より約3%低い｡同一 リグニン含量

































































白色度はli,性亜硫酸セ ミケミカルパルプ (N.S.P と略称する) 酸性亜硫酸セ ミ.>ミカルパルプノ
(A.S.Pと略称する),クラフ トセ ミケミカルパルプ (K.S.Pと略称する)の 順に低 くなrるが<漂白
困難 とされている K.S･P.でも低温蒸解 と過酸化物漂白によって可成 りの白色度迄漂白可能である
l
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度わ条件下では漂白によるペ -/ トザンの除去量が リグ--/の除去量に較べて少い為に漂白パノしプで
はベン トザン量が増加する事実は注目される｡
-一方ウロン酸は何れの場合も2%前後を保有するがその量が少い為に量の変化は顕著ではないo
ベン トザ.ンに対する百分率で示す とN.S.P とK.S.Pでは略々109:o'前後の比になっているのに対し
て未晒 A.S.Pでは24%となって著しくウロン酸が多いo HAGGLUND は亜硫酸による-キソーズ










ズ部今 とベントザン部分の略々等量より成る事が 第 7表から計算される｡ 即ちセルローズとして






























































潅水度約 650ml･に到る叩解希間は, N･S･Pが最も少く K.S.P のV2となる｡漂白によって,.
何れも叩解し易くなって,末々未晒パルプのy2の時間しか要しない｡過酸化物漂白により更甲 癖
抵抗が少くなった｡･
未晒パルプ強度は,K･SP･が比較的摩れ, A.S.P は比引裂度 と耐折度に精劣る｡ しかし之等を
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theaverageD.P.valuesofthebleachedpulpsby(Ⅰ),(Ⅰ)and(ⅠⅠ)wereequal.
Hemicellulosesremoved in the semichemi Calpulpingappearedtobeuronicacid-rich
partsofwoodhemicelluloses,butitisnotsoin(ⅠⅠ).
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